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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
畜 舎 か ら 排 出 さ れ る 洗 浄 廃 水 の 排 水 を 分 離 、 浄 化 処 理 す る 排 水 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、
  排 水 が 導 入 さ れ 、 沈 殿 分 離 が 行 わ れ る 複 数 の 原 水 槽 と 、
  前 記 原 水 槽 の 沈 殿 成 分 が 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る 汚 泥 槽 と 、
　 排 水 の 上 澄 成 分 が 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る 処 理 水 槽 と 、
　 前 記 処 理 水 槽 の 上 澄 成 分 が 第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る 第 １ 濾 過 槽 と 、
　 前 記 第 １ 濾 過 槽 を 通 過 し た 液 体 成 分 が 第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る 第 ２  
濾 過 槽 と を 有 し 、
  前 記 第 １ 濾 過 槽 と 前 記 第 ２ 濾 過 槽 は 、 同 一 の 濾 過 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 排 水 処 理  
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 濾 過 槽 及 び 前 記 第 ２ 濾 過 槽 は 、 濾 過 材 と し て 多 孔 質 化 し た 木 質 砕 片 を 有 す る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 排 水 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 汚 泥 槽 は 、 前 記 原 水 槽 の 底 部 よ り も 下 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 排 水 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 原 水 槽 は 、 凝 集 剤 を 投 入 し て 撹 拌 す る 撹 拌 ユ ニ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ に 記 載 の 排 水 処 理 シ ス テ ム 。

請求項の数　5　（全7頁）　最終頁に続く
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 撹 拌 ユ ニ ッ ト は 、 導 入 さ れ た 排 水 が 原 水 槽 に 満 た さ れ る と 排 水 の 導 入 を 停 止 し て 所  
定 時 間 撹 拌 を 行 う よ う に 構 成 さ れ た 撹 拌 制 御 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載  
の 排 水 処 理 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 畜 舎 か ら 排 出 さ れ る 洗 浄 廃 水 の 排 水 を 分 離 、 浄 化 処 理 す る 排 水 処 理 シ ス テ  
ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
畜 舎 か ら 排 出 さ れ る 洗 浄 廃 水 の 排 水 は 、 強 い 異 臭 と 汚 濁 、 着 色 が あ り 、 高 Ｂ Ｏ Ｄ 値 を 有 す  
る 。
　 こ れ ら を 処 理 す る 際 に 、 固 形 物 と 液 状 排 水 と に 分 別 し 、 そ の 排 水 に 希 釈 水 を 加 え て 放 流  
し た り 地 下 に 浸 透 さ せ る 等 の 方 法 が 取 る こ と も 考 え ら れ る が 、 環 境 汚 染 を 来 さ な い 放 流 可  
能 な 浄 水 と す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
　 ま た 、 環 境 負 荷 が 小 さ く な る よ う Ｂ Ｏ Ｄ 値 を 低 下 さ せ る 方 法 と し て 、 有 機 物 を 処 理 す る  
微 生 物 有 し 曝 気 さ せ る 曝 気 槽 で 排 水 を 処 理 す る も の 等 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 で 公 知 の 廃 水 処 理 シ ス テ ム で は 、 パ ー ラ ー 廃 水 を 一 時 ス ト ッ ク す  
る 原 水 槽 と 、 パ ー ラ ー 廃 水 に 含 ま れ る 粗 大 固 形 物 を 除 去 す る ス ク リ ー ン と 、 前 記 粗 大 固 形  
物 を 除 去 し た パ ー ラ ー 廃 水 を 蓄 え る 貯 留 槽 と 、 パ ー ラ ー 廃 水 を 分 離 沈 殿 さ せ る 第 一 沈 殿 槽  
と 、 前 記 パ ー ラ ー 廃 水 に 含 ま れ る 有 機 物 を 処 理 す る 微 生 物 を 有 し 曝 気 さ せ る 曝 気 槽 と 、 処  
理 し た パ ー ラ ー 廃 水 を 分 離 沈 殿 さ せ る 第 二 沈 殿 槽 を 備 え る こ と で 、 固 形 物 と 分 離 し た 液 体  
成 分 を 曝 気 槽 中 の 微 生 物 に よ り 浄 化 処 理 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ８ ７ ９ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 公 知 の 廃 水 処 理 シ ス テ ム に お い て 、 曝 気 槽 に お い て 充 分 に 有 機 物 を 分 解 す る こ と で Ｂ Ｏ  
Ｄ 値 を 低 下 さ せ る こ と が 可 能 で あ る が 、 大 量 の 排 水 を 処 理 す る た め に は 、 設 置 面 積 を 多 く  
要 し 、 処 理 に 長 時 間 を 要 し 、 曝 気 の た め の ポ ン プ 設 備 等 の 設 備 コ ス ト や 運 転 コ ス ト も 高 い  
も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 簡 単 な 設 備 で 処 理 時 間 が 短 く 、 設 備 コ ス ト や 運 転 コ ス ト が 少 な く 、  
処 理 後 の 排 水 の Ｂ Ｏ Ｄ 値 を 充 分 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 排 水 処 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ  
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 畜 舎 か ら 排 出 さ れ る 洗 浄 廃 水 の 排 水 を 分 離 、 浄 化 処 理 す る 排 水 処 理 シ ス テ ム  
で あ っ て 、 排 水 が 導 入 さ れ 、 沈 殿 分 離 が 行 わ れ る 複 数 の 原 水 槽 と 、 前 記 原 水 槽 の 沈 殿 成 分  
が 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る 汚 泥 槽 と 、 排 水 の 上 澄 成 分 が 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト に  
よ っ て 導 入 さ れ る 処 理 水 槽 と 、 前 記 処 理 水 槽 の 上 澄 成 分 が 第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ  
て 導 入 さ れ る 第 １ 濾 過 槽 と 、 前 記 第 １ 濾 過 槽 を 通 過 し た 液 体 成 分 が 第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ  
ト に よ っ て 導 入 さ れ る 第 ２ 濾 過 槽 と を 有 し 、 前 記 第 １ 濾 過 槽 と 前 記 第 ２ 濾 過 槽 は 、 同 一 の  
濾 過 材 を 有 す る こ と に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 排 水 処 理 シ ス テ ム に よ れ ば 、 連 続 的 に 第 １ 濾 過 槽 及 び 第 ２ 濾 過 槽  
を 通 過 し な が ら 排 水 の 液 体 成 分 を 浄 化 す る こ と が で き る た め 、 曝 気 の た め の ポ ン プ 設 備 等  
の 設 備 コ ス ト や 運 転 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 排 水 の 上 澄 成 分 が 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る 処 理 水 槽 を 有 す る こ と に  
よ り 、 処 理 水 槽 の 上 流 で 固 液 分 離 処 理 が 断 続 的 に 行 わ れ て も 排 水 の 上 澄 成 分 を 処 理 水 槽 に  
蓄 え て バ ッ フ ァ と し て 第 １ 濾 過 槽 及 び 第 ２ 濾 過 槽 に 連 続 的 に 送 る こ と が で き る 。
　 こ の こ と で 、 第 １ 濾 過 槽 及 び 第 ２ 濾 過 槽 を 常 に 連 続 稼 働 状 態 と す る こ と が で き 設 備 を 有  
効 活 用 で き る 。
  ま た 、 複 数 の 原 水 槽 と 、 原 水 槽 の 沈 殿 成 分 が 第 １ 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 導 入 さ れ る  
汚 泥 槽 と を 有 す る こ と で 、 排 水 を １ つ の 原 水 槽 に 導 入 し 所 定 の 時 間 沈 殿 さ せ て い る 間 に 他  
の 原 水 槽 に 排 水 の 導 入 が 可 能 と な り 、 沈 殿 に よ る 固 液 分 離 を 十 分 に 行 い つ つ 排 水 の 連 続 導  
入 を 行 っ て 処 理 効 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 濾 過 材 と し て 多 孔 質 化 し た 木 質 砕 片 を 有 す る こ と で 、  
有 機 物 を 分 解 す る 微 生 物 が 最 適 に 保 持 さ れ 、 Ｂ Ｏ Ｄ 値 を さ ら に 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
  請 求 項 ３ に 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 流 動 性 の 低 い 沈 殿 成 分 を 、 少 な い 動 力 で 効 率 よ く 汚 泥  
槽 に 移 送 す る こ と が で き る 。
  請 求 項 ４ 、 ５ に 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 原 水 槽 に お け る 固 体 成 分 の 沈 殿 分 離 を よ り 確 実 に  
行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 排 水 処 理 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 排 水 処 理 シ ス テ ム の 平 面 説 明 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 排 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 畜 舎 か ら 排  
出 さ れ る 洗 浄 廃 水 の 排 水 が 排 水 導 入 ユ ニ ッ ト １ １ １ に よ っ て 導 入 さ れ 、 処 理 剤 を 投 入 し て  
撹 拌 ユ ニ ッ ト １ １ ２ に よ り 撹 拌 さ れ た 後 、 沈 殿 分 離 が 行 わ れ る 複 数 の 原 水 槽 １ １ ０ と 、 原  
水 槽 １ １ ０ の 上 澄 成 分 が 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト １ ２ １ に よ っ て 導 入 さ れ る 処 理 水 槽 １ ２ ０ と 、  
処 理 水 槽 １ ２ ０ の 上 澄 成 分 が 第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト １ ３ １ に よ っ て 導 入 さ れ る 第 １ 濾 過  
槽 １ ３ ０ と 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ を 通 過 し た 液 体 成 分 が 第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト １ ４ １ に よ  
っ て 導 入 さ れ る 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ と を 有 し て い る 。
　 ま た 、 複 数 の 原 水 槽 １ １ ０ の 沈 殿 成 分 が 泥 移 送 ユ ニ ッ ト １ ５ １ に よ っ て 導 入 さ れ る 汚 泥  
槽 １ ５ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 汚 泥 槽 １ ５ ０ は 、 原 水 槽 １ １ ０ 及 び 処 理 水 槽 １ ２ ０ の 底 部 よ り も 下 に 配 置 さ れ て お り 、  
本 実 施 形 態 で は 、 原 水 槽 １ １ ０ 、 処 理 水 槽 １ ２ ０ 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ 及 び 第 ２ 濾 過 槽 １ ４  
０ は 、 床 面 か ら 立 ち 上 が る 隔 壁 に よ っ て 区 分 さ れ 、 汚 泥 槽 １ ５ ０ は 床 面 よ り 下 に 暗 渠 と し  
て 配 置 さ れ て い る 。
　 原 水 槽 １ １ ０ の 底 部 に は 、 沈 殿 成 分 で あ る 固 形 物 を 含 む 汚 泥 が 集 積 さ れ る 汚 泥 桝 １ １ ５  
が 設 け ら れ て お り 、 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト １ ５ １ は 、 汚 泥 桝 １ １ ５ に 集 積 さ れ た 汚 泥 を 汚 泥 槽  
１ ５ ０ に 移 送 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ 及 び 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ に は 、 多 孔 質 化 し た 木 質 砕 片 か ら な る 濾 過 材 が  
充 填 さ れ て お り 、 第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト 及 び 第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト か ら 導 入 さ れ る 液  
体 成 分 は 、 濾 過 材 の 上 面 に シ ャ ワ ー リ ン グ さ れ る こ と で 均 等 に 浸 透 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。
　 ま た 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ 及 び 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ の 底 部 に は 側 面 に 多 数 の 流 入 孔 が 設 け ら  
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れ た パ イ プ 部 材 で 構 成 さ れ た 底 部 配 管 １ ３ ５ 、 １ ４ ５ が 配 置 さ れ て お り 、 濾 過 材 を 通 過 し  
た 液 体 成 分 を 効 率 よ く 回 収 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 槽 の 原 水 槽 １ １ ０ が 設 け ら れ て い る が 、 ３ 槽 以 上 と し て も よ い 。
　 ま た 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ が ２ 槽 に 区 分 さ れ 、 合 計 で 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ の 倍 の 容 量 で 構 成  
さ れ て い る が 、 そ れ ぞ れ の 液 体 成 分 の 通 過 速 度 に 応 じ て 適 宜 容 量 比 を 設 定 す れ ば よ い 。
　 ま た 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ 、 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ は 、 わ ず か に 混 じ る 固 形 物 に よ る 目 詰 ま り  
の 防 止 及 び 微 生 物 の 活 性 の 維 持 の た め 、 中 間 高 さ 部 に ブ ロ ア ー 配 管 を 設 け る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 排 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ で 牛 舎 内 パ ー ラ ー （ 牛 乳 を 取 り 出 す 場  
所 ） か ら 出 た 排 水 の 処 理 を 行 う 際 の 具 体 的 な 処 理 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
　 各 槽 の 容 量 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 　 原 水 槽             ・ ・ 約 ３ ５ ｍ ３ * ２
　 　 第 １ 濾 過 槽         ・ ・ 約 ４ ０ ｍ ３ * ２
　 　 第 ２ 濾 過 槽         ・ ・ 約 ４ ０ ｍ ３

　 　 処 理 水 槽           ・ ・ 約 ９ ０ ｍ ３

　 ま た 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ 、 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ の 濾 過 材 と し て 「 マ ー ト ン チ ッ プ 」 （ 登 録  
商 標 ） を 使 用 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 、 牛 舎 内 パ ー ラ ー か ら 出 た 排 水 を 排 水 導 入 ユ ニ ッ ト １ １ １ に 備 え ら れ た ポ ン プ に よ  
っ て 一 方 の 原 水 槽 １ １ ０ に ３ ０ ｔ に な る ま で 入 れ る 。
　 一 方 の 原 水 槽 １ １ ０ に ３ ０ ｔ の 排 水 が 導 入 さ れ る と 、 一 方 の 原 水 槽 １ １ １ に 繋 が る 電 動  
ボ ー ル 弁 が 閉 じ ら れ 、 他 方 の 原 水 槽 １ １ １ に 繋 が る 電 動 ボ ー ル 弁 が 開 放 さ れ る 。
　 次 に 撹 拌 ユ ニ ッ ト １ １ ２ に よ っ て 一 方 の 原 水 槽 １ １ ０ の 撹 拌 し な が ら 処 理 剤 を 投 入 す る 。
　 本 実 施 形 態 で は 処 理 剤 と し て 、 ポ リ 硫 酸 第 二 鉄 液 、 苛 性 ソ ー ダ 溶 液 、 高 分 子 凝 集 促 進 剤  
（ Ｚ フ ロ ッ ク Ｃ － １ ０ １ ） を 使 用 し た 。
　 定 量 ポ ン プ （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し て ポ リ 硫 酸 第 二 鉄 を ２ 分 間 で ４ ５ Ｌ 注 入 し 、 そ の 後 、  
苛 性 ソ ー ダ 液 を ２ 分 間 で ２ ０ Ｌ 注 入 し 、 最 後 に 、 高 分 子 凝 集 促 進 剤 ４ ５ ０ Ｌ を ３ 分 で 注 入  
す る 。
　 原 水 槽 １ １ ０ に 薬 品 が 注 入 さ れ た ら 、 定 量 ポ ン プ の 配 管 も 一 方 の 原 水 槽 １ １ １ に 繋 が る  
電 動 ボ ー ル 弁 が 閉 じ ら れ 、 他 方 の 原 水 槽 １ １ １ に 繋 が る 電 動 ボ ー ル 弁 が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に ２ 分 ほ ど 撹 拌 し て 撹 拌 ユ ニ ッ ト １ １ ２ の 動 作 を 一 旦 停 止 し 、 １ 分 後 に 逆 回 転 で 撹  
拌 し た 後 に 撹 拌 ユ ニ ッ ト １ １ ２ の 動 作 を 停 止 し て ３ ０ 分 ～ １ 時 間 静 置 す る 。
　 次 に 、 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト １ ２ １ の ポ ン プ が 稼 働 し て 上 澄 成 分 を 処 理 水 槽 １ ２ ０ に 移 送 す  
る と と も に 、 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト １ ５ １ の ポ ン プ が 稼 働 し て 沈 殿 成 分 を 汚 泥 槽 １ ５ ０ に 移 送  
す る 。
　 こ の 時 、 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト １ ５ １ の ポ ン プ は 、 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト １ ２ １ の ポ ン プ が 稼 働  
を 停 止 す る ま で 、 １ ０ 秒 駆 動 ２ ０ 秒 停 止 の 間 欠 動 作 を 繰 り 返 す 。
　 そ の 後 、 原 水 槽 １ １ ０ の 底 部 に 残 っ た 汚 泥 を 撹 拌 モ ー タ ー を 約 ２ ０ 秒 作 動 さ せ た 後 に 汚  
泥 移 送 ユ ニ ッ ト １ ５ １ の ポ ン プ を 連 続 作 動 さ せ て 原 水 槽 １ １ ０ に 残 っ た 内 容 物 を 全 て 汚 泥  
槽 １ ５ ０ に 移 送 す る 。
　 上 記 処 理 を ２ つ の 原 水 槽 １ １ ０ で 交 互 に 行 う こ と で 、 処 理 水 槽 １ ２ ０ に 所 定 の 量 の 液 体  
を 常 に 貯 留 さ せ る 、 以 降 の 連 続 処 理 を 効 率 良 く 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 処 理 水 槽 １ ２ ０ に 貯 留 さ れ た 液 体 成 分 は 、 第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト １ ３ １ の ポ ン プ に よ  
っ て 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ に 移 送 さ れ る 。
　 こ の 時 、 わ ず か に 残 留 す る 固 体 成 分 が 汚 泥 と し て 処 理 水 槽 １ ２ ０ の 底 部 に 沈 殿 し て も 混  
じ ら な い よ う 、 処 理 水 槽 １ ２ ０ の 底 部 よ り ５ ０ ０ ｍ ｍ 上 方 か ら 取 水 す る の が 望 ま し い 。
　 ま た 、 １ 年 に ２ 回 程 度 メ ン テ ナ ン ス と し て 、 処 理 水 槽 １ ２ ０ の 底 部 に 沈 殿 し た 汚 泥 を 汚  
泥 槽 １ ５ ０ に 移 送 す る の が 望 ま し い 。
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　 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ を 通 過 し た 液 体 成 分 は 、 第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト １ ４ １ の ポ ン プ に よ  
っ て 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ に 移 送 さ れ る 。
　 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ か ら 排 出 さ れ る 処 理 水 は 、 大 幅 に Ｂ Ｏ Ｄ 値 が 低 下 し て お り 、 そ の 水 を  
牛 舎 内 パ ー ラ ー の 洗 浄 水 と し て 再 利 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の ま ま 放 流 す る こ と も 可  
能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で 処 理 し た 結 果 を 以 下 に 示 す 。
【 表 １ 】

【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 表 か ら も 分 か る 通 り 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ を 通 過 す る こ と で Ｂ Ｏ Ｄ （ 生 物 化 学 的 酸  
素 要 求 量 ） 、 Ｃ Ｏ Ｄ （ 化 学 的 酸 素 要 求 量 ） 、 Ｓ Ｓ （ 浮 遊 物 質 ・ 懸 濁 物 質 ） 、 リ ン の い ず れ  
も 水 質 汚 濁 防 止 法 に 基 づ き 環 境 省 の 定 め る 一 般 排 水 基 準 を 下 回 る 値 ま で 低 下 し 、 第 ２ 濾 過  
槽 １ ４ ０ を 通 過 す る こ と で Ｓ Ｓ 、 リ ン が さ ら に 低 下 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ０ ０   ・ ・ ・   排 水 処 理 シ ス テ ム
　 １ １ ０   ・ ・ ・   原 水 槽
　 １ １ １   ・ ・ ・   排 水 導 入 ユ ニ ッ ト
　 １ １ ２   ・ ・ ・   撹 拌 ユ ニ ッ ト
　 １ １ ５   ・ ・ ・   汚 泥 桝
　 １ ２ ０   ・ ・ ・   処 理 水 槽
　 １ ２ １   ・ ・ ・   上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト
　 １ ２ ５   ・ ・ ・   汚 泥 桝
　 １ ３ ０   ・ ・ ・   第 １ 濾 過 槽
　 １ ３ １   ・ ・ ・   第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト
　 １ ３ ５   ・ ・ ・   底 部 配 管
　 １ ４ ０   ・ ・ ・   第 ２ 濾 過 槽
　 １ ４ ５   ・ ・ ・   底 部 配 管
　 １ ４ １   ・ ・ ・   第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト
　 １ ５ ０   ・ ・ ・   汚 泥 槽
　 １ ５ １   ・ ・ ・   第 １ 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト
　 １ ５ ２   ・ ・ ・   第 ２ 汚 泥 移 送 ユ ニ ッ ト
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【 要 約 】
【 課 題 】 簡 単 な 設 備 で 処 理 時 間 が 短 く 、 設 備 コ ス ト や 運 転 コ ス ト が 少 な く 、 処 理 後 の 排 水  
の Ｂ Ｏ Ｄ 値 を 充 分 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 排 水 処 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と 。
【 解 決 手 段 】 畜 舎 等 か ら 排 出 さ れ る 洗 浄 廃 水 等 の 排 水 を 分 離 、 浄 化 処 理 す る 排 水 処 理 シ ス  
テ ム で あ っ て 、 排 水 の 上 澄 成 分 が 上 澄 移 送 ユ ニ ッ ト １ ２ １ に よ っ て 導 入 さ れ る 処 理 水 槽 １  
２ ０ と 、 処 理 水 槽 １ ２ ０ の 上 澄 成 分 が 第 １ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト １ ３ １ に よ っ て 導 入 さ れ る  
第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ と 、 第 １ 濾 過 槽 １ ３ ０ を 通 過 し た 液 体 成 分 が 第 ２ 処 理 水 移 送 ユ ニ ッ ト に  
１ ４ １ よ っ て 導 入 さ れ る 第 ２ 濾 過 槽 １ ４ ０ と を 有 す る こ と 。
【 選 択 図 】 図 １

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

JP 7278665 B1 2023.5.22(7)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ａ０１Ｋ 1/01 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ０１Ｋ 1/01 　　　Ｆ 　　　

(56)参考文献 特開昭５１－１４８６６６（ＪＰ，Ａ）
登録実用新案第３０８７３６６（ＪＰ，Ｕ）
特開平０７－３２７５３５（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－１４４３３９（ＪＰ，Ａ）
実開平０７－０３１１１３（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｃ０２Ｆ      １／００－  １／７８
Ｃ０２Ｆ      ３／００－  ３／３４
Ａ０１Ｋ      １／００－  １／１２
Ｃ０２Ｆ    １１／００－１１／２０
Ｂ０１Ｄ    ２３／００－２３／２８
Ｂ０１Ｄ    ２５／００－２５／３８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

